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本書の研究課題

•企業内訓練校の教育プログラムに焦点を
当てて、中核技能者がどのように成長し
ていくのかを実証的に分析している。

•なぜ、企業内訓練校は、中核層育成の基
盤として、効果的な人材育成を実現でき
るのか？本書を貫く学術的問いはこの点
の解明にある。
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先行研究との関係

•企業内訓練校やそのルーツである養成工
制度に関する先行研究では、教わるもの
である訓練生に焦点を当てている。

•本書では、訓練主体である指導員を分析
の正面にすえ、指導員を基点とした教授
学習過程の組織のあり方を観察している。
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※以下、「本書の概要」は、報告では最小限
とし、「本書の優れた点」と「コメント・論
点」を中心に述べる予定です。



本書の概要：第1章

•「企業内訓練校の存在意義と人材育成の構
造」では、技能系職場の中核層として職長
などの現場監督者やそれを補完する班長な
どの職場リーダーが位置付けられている。
•技能系職場の中核層は、現場組織を統率し、
部下を育成し、生産工程上のトラブルに対
応する。改善、生産設備、生産設計に対す
る指摘といった非定型的業務でも力を発揮。
•企業内訓練校は、将来こうした役割を担う
人材を育成することが期待されている。
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本書の概要：第2章

•「養成工制度の展開と役割」では、養成工
制度が歴史的に果たしてきた役割が検討さ
れている。

• 1920～1930年代に定着した養成工制度の特
徴は、「忠誠心高き基幹職工」を育成する
ものとして、生成、普及していった点。
•当時の養成工制度は、技能者育成の機能の
みならず、企業人育成の機能を果たす。こ
れは、養成工制度の「二重の役割」である。
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本書の概要：第3章

•「企業内訓練校の教育システム」では、
現場第一線をよく知る人材に、訓練校の
指導を努めさせる「現場人材活用型教育
体制」が分析されている。
•訓練校に送り出した人材が指導員を経験
することで成長し、再び現場に戻ってく
るという循環があれば、現場にも訓練校
に人材を送り出して、教育体制の確立に
協力しようとするインセンティブが働く。
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本書の概要：第4章

•「『現場人材活用型教育体制』の効果とマ
ネジメント」では、大手自動車関連企業17
社に対するヒアリング調査を用いて、現場
人材に指導員を務めさせることで生ずる、
訓練生育成への効果が検証されている。
•現場サイドでは、訓練校の人材配置を負担
と捉える一方、指導員業務を経験すること
で、人材が成長して戻ってくることを期待
できるという意味で、訓練投資ともとらえ
ている。

7



本書の概要：第5章

•「心身教育の目的・方法と発達支援関
係」では、トヨタにおける教科、行事、
日常活動、寮での生活指導という4層の
取り組みが紹介される。
•訓練校では、中核層に必要な思考・行動
様式を内面化できるように、目標を明確
にし、評価結果をフィードバックし、訓
練生の努力の方向性を会社・学園の方針
に結びつけるように工夫している。
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本書の概要：第6章

•「企業内訓練校のグローバル化」では、訓
練校の立地、訓練生の国籍、訓練校出身者
のキャリアが海外に広がっていく「訓練校
における人材育成のグローバル化」が分析
される。
• P学園が人材育成方針として海外立ち上げ人
材を位置付けているのは、学園における教
育訓練で形成される知識・技能や心構え等
が、海外工場を立ち上げる際に求められる
現地従業員への技能継承などの基本となる
ためである。
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本書の概要：終章

•「企業内訓練校における教育システムの
複眼的管理」では、企業内訓練校が中核
層育成の基盤として効果的な人材育成を
実現できるのは、訓練生の育成のみなら
ず、指導員の成長にとっても効果的な、
「現場人材活用型教育体制」の存在が指
摘されている。
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本書の特徴

•企業内訓練校が効果的な人材育成を実現で
きるのはなぜか、という学術的問いに対し
て、それは現場をよく知る人材が指導員を
務める「現場人材活用型教育体制」が有効
に機能しているからだ、との解答を与えて
いる。
•日本企業の競争優位を、オペレーターを中
心とする作業遂行者ではなく、中核技能者
である製造技術者が効果的に育成されるメ
カニズムに求めている点に特徴がある。
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本書の優れた点①

•日本企業の競争優位の源泉として、中核
技能者および企業内訓練校の存在に注目
している点。

•田村（2011）などが指摘する日本企業の
製造技術者の役割に注目し、生産技術者、
オペレーターの橋渡し役となる製造技術
者が成長するメカニズムを実証的に明ら
かにしている。
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製造技術者の役割に焦点当てる 13



本書の優れた点②

•人事労務管理が機能するミクロレベルの条
件として、中核技能者を位置づけた点。
•養成工制度から企業内訓練校に引き継がれ
る技能者養成と企業人養成という「二重の
役割」は、企業に貢献する技能を身に付け
るとともに、企業反発的な価値観などを排
除することを意味している。
•中核技能者の成長は、協調主義的労使関係
の下で職場が円滑に機能する条件であるこ
とをあらためて指摘している。
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職場レベルの労使関係管理の要 15

図　人事労務管理の機能と対象

人事管理 経済的搾取

（働きぶりの調達）

労使関係管理 支配と抑圧

（集団としての労働者管理）

出所：木元進一郎（1986）『労務管理と労使関係』森山書店、をもとに作成。
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本書の優れた点③

•訓練生が中核技能者へと成長するプロセス
を時間軸をもって分析している点。
•現場の第一線の人材が、訓練校の指導員と
なることで、訓練生にとってのロールモデ
ルになる。指導員である本人にとっても、
教えることを通じて、現場の経験が客観化
され、学び直しにつながる。
•教える側、教わる側、双方がともに成長し
うる「共育」は、人事制度を通じて、企業
成長と従業員の能力開発が両立する理想的
な形の一つ。
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コメントと論点①

•日本的生産システムの特徴を構想と実行の部分的結
合（第1章、21頁）と位置付ける評価について、筆
者はどのような意味で、中核技能者が構想と実行の
部分的結合に貢献していると理解しているのか。

•野原（2006：29）は、「広義の労働過程と製造技術
過程（狭義の労働過程）」という図を示し、1）生
産物の構想→2）生産方法の構想→3）作業方法の構
想（生産方法の実行）へと細分化していくプロセスを整
理している。

•日本企業の競争優位に中核技能者が果たす役割、と
いうとき、どの次元の話をしているのだろうか。
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広義の労働過程と製造作業過程 18

図　広義の労働過程と製造作業過程（狭義の労働過程）：テイラーシステムの場合

生産＝

　　生産物の製造（実行）＝

構想 再構想 再・再構想

　　生産方法の実行＝ 繰り返し→

実行 再実行 再・再実行

設計技術者

industrial・engineering（IE）
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出所：野原光（2006）『現代の分業と標準化：フォード・システムから新トヨタ・システムとボルボ・システムへ』高菅出版、29頁。設計技術

者、生産技術者、IE、one best wayなどは筆者が加筆。



コメントと論点②

•中核技能者に必要な思考・行動様式の内面化を
支える条件は何か。あるいは、企業主義的な価
値観が内面化される条件は何か（第5章）。

•「会社の意に沿って行動できる人材を育成する
こと」（111頁）は、日本企業の伝統的な働か
せ方の負の側面、例えば、長時間労働や時間外
労働などの働き方を容認する可能性もある。

• 2010年代にブラック企業という概念が一般化
した現代の日本の若年層にとって、こうした価
値観は簡単には受け入れられないように思える。
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コメントと論点③

•企業内訓練校のグローバル化について、
中国人の現地従業員が、日本人の海外工
場の立ち上げ人材と同じように、製造技
術者へと発展していくことを含んでいる
のだろうか（第6章）。

•中国人スタッフが中核技能者に成長して
いく（あるいは成長しない？）、実際の
成果が十分に理解できなかった。
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まとめ

•本書の学術的価値は高く、記述を通じて、
先行研究との関係が十分に理解できる。

•複数のオリジナルな図表は、教える側、
教わる側、双方の成長メカニズムにかか
わる全体像を理解することを助けてくれ
る。
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